
１.計画策定の目的と背景

名寄市では2015 年(平成 27年)12 月に「名寄市男女共同参画推進条例」を制定、2017 年

(平成 29年)3 月に「第２次名寄市男女共同参画推進計画」を策定し、男女共同参画社会の実

現をめざしてさまざまな施策を推進してきました。

現在の計画期間が令和 4年度で終了することに伴い、今後も継続して男女共同参画社会の

実現に向けた取組を進めるため、当市における男女共同参画の基本的な考え方を示すととも

に、地域社会全体で男女共同参画社会の実現に向けた取組を、総合的かつ計画的に推進する

ためにこの第３次名寄市男女共同参画推進計画を策定します。

２.計画の期間

名寄市総合計画（第２次）の後期の計画期間にあわせて 2023 年度（令和 5年度）から2026

年度(令和 8年度）までの4年間とします。ただし、国の施策、社会情勢の変化に応じて必要

な見直しを行ないます。
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３.計画の位置づけ

①名寄市男女共同参画推進条例第１５条の規定に基づく基本計画です。

②男女共同参画社会基本法第１４条第３項の規定に基づく市町村男女共同参画計画です。

③配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律（ＤＶ防止法）第２条の３第３

項の規定に基づく市町村基本計画です。

④女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）第６条第２項の規定

に基づく市町村推進計画です。

⑤名寄市総合計画（第２次）を上位計画とし、男女共同参画社会の実現をめざすための個別計

画です。

⑥関連する各部所管の個別計画と連携を図りながら策定しています。

４.計画の基本理念(名寄市男女共同参画推進条例第３条～第８条)

①男女の人権の尊重

性別にとらわれず、お互いの人権を尊重し、個人として能力を発揮する機会が確保されるこ

とをめざします。

②社会における制度又は慣行についての配慮

社会制度や慣行により、男女のさまざまな活動が制限されない配慮が広がることをめざしま

す。

③政策等の立案及び決定への共同参画

男女が社会の対等な構成員として、あらゆる分野において共同して参画する機会が確保され

ることをめざします。

④家庭生活における活動と他の活動の両立

家族を構成する男女がお互いに協力し、家庭生活における活動と職場、学校、地域における活

動を両立できる社会をめざします。

⑤性と生殖に関する個人の意思の尊重と健康への配慮

男女が互いの性について理解し、妊娠又は出産に関して個人の意思が尊重されるとともに、

生涯にわたり性と生殖に関して健康な生活を営むことができる配慮が広がることをめざしま

す。

⑥国際社会における取組への配慮

国際的な取組を踏まえた、男女共同参画の推進をめざします。
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５.計画の基本目標

【基本目標Ⅰ 男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり】

男女共同参画社会を実現するためには、これまでの社会制度や慣行などから形成された、固

定的な性別役割分担意識や性差に関する偏見・固定観念、無意識の思い込み(アンコンシャ

ス・バイアス)にとらわれず、一人ひとりが男女共同参画について自分のこととしてとらえて

いくことが重要です。

社会のあらゆる分野で男女共同参画の気運を高めていくためにも、子どもをはじめ様々な

世代で固定的な性別役割分担意識を植え付けず、また、押し付けない個人を尊重した取組を

進めるとともに、男女双方の意識改革と理解促進の取組を進めていきます。

主な数値目標：「社会全体における男女平等感」

令和８年度までに 50％(令和４年度21.9％)

【基本目標Ⅱ あらゆる分野における男女共同参画社会の推進】

社会における活動や個人の生き方が多様化する中で、男女が自らの意志によって社会のあ

らゆる分野における活動に参画する機会が確保されるには、ワーク・ライフ・バランスや働き

方改革など、男女双方を対象にした取組の推進が必要不可欠です。

このため、男女共同参画社会の実現に向けて、職場・地域・政策決定への参画など、社会の

あらゆる分野で男女共同参画の必要性を実感できる取組や、男女の多様な選択を可能とする

育児・介護の支援基盤の整備を推進していきます。

主な数値目標：「行政委員会、審議会等における女性委員の割合」

令和８年度までに 40％以上 60%以下(令和４年度36.5%)

【基本目標Ⅲ 安全で安心して暮らせる環境づくり】

男女共同参画社会を実現するためには、憲法にうたわれた「健康で文化的な最低限度の生活

を営む権利」が保障され、男女すべての人が心身ともに健康でいきいきと暮らせる環境をつ

くることが必要不可欠です。

健康の保持のためには、女性は心身の状況が年代によって大きく変化する特性を踏まえ、各

種検診等の充実など個人の置かれた状況に寄り添った切れ目のない支援が必要となっていま

す。加えて、性と生殖に関する個人の意思の尊重と健康への配慮を行っていくためには、年齢

に応じた性教育の取組も重要となっています。

また、安全で安心して暮らせる環境づくりのためには、女性の貧困等の生活困難者への支援

をはじめ、重大な人権侵害でもあるＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）やさまざまなハラ

スメントに対する取組が重要であり、意識啓発の広報活動や相談体制の整備を進めていきま

す。

主な数値目標：がん検診受診率(女性のためのがん検診推進事業)

令和８年度までに 50％(令和４年度23.5％)



６.計画の体系

Ⅰ 男女共同参画社会の実現

   に向けた意識づくり

１ 男女の人権の尊重

 ① 啓発活動の充実

 ② 現状の実態把握

２ 子どもの男女共同参画の理解

   促進

 ① 家庭における意識づけ

 ② 男女共同参画の視点に立った学校教
育の推進

Ⅱ あらゆる分野における男

   女共同参画社会の推進

１ 政策・方針決定過程への女性

   の参画拡大

 ① 委員会・審議会などにおける女性委
員の参画促進

 ② 女性の役職などへの登用、職域の拡大

２ 家庭や地域社会における男女

   共同参画の促進

 ① 家庭生活における参画の促進

 ② 地域・社会活動における参画の促進

３ 男女が働きやすい環境づくり

 の推進

 ① 職業生活と家庭生活の両立支援

 ② 労働の場における男女平等の推進

Ⅲ 安全で安心して暮らせる

   環境づくり

１ 生涯を通じた女性の健康支援

 ① 健康づくりの意識啓発と健康管理の
推進

 ② 性と生殖に関する個人の意思を尊重す
るための意識啓発

２ 女性に対するあらゆる暴力の

   根絶

 ① 暴力対策の推進

 ② 性犯罪等の対策の推進

３ 貧困、高齢、障がい等により

   困難を抱えた女性等が安心し

   て暮らせる環境づくり

 ① ひとり親家庭の生活支援

 ② さまざまな困難を抱える人への支援
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